農林水産省　令和８年度鳥獣被害対策基盤支援事業
鳥獣被害対策コーディネーター育成研修
鳥獣被害対策コーディネーター育成研修（前半）神奈川会場
開催概要
■ 日程
座学（オンライン）：令和8年10月13日（火）～10月15日（木）
実習・座学（集合型）：令和8年11月4日（水）～11月6日（金）
■ 会場
	野外実習

	会　場
	境沢林道（神奈川県愛甲郡清川村札掛）

	座　学（11月6日のみ）

	会　場
	秦野商工会議所 303会議室

	住　所
	神奈川県秦野市平沢2550-1

	アクセス
	小田急電鉄小田原線「秦野駅」下車、北口よりバス利用10分


■ 研修スケジュール（予定）
オンライン座学（Zoom）
	日程
	時刻
	内容

	10月13日（火）
	13：00－13：30
	受付

	
	13：30－17：00
	・自己紹介
・ガイダンス
・鳥獣被害対策の基本的な考え方
・現状把握のための調査方法

・目標設定と事業計画
・業務管理と作業の記録

	10月14日（水）
	13：00－13：30
	受付

	
	13：30－16：10

	・防護の考え方
・事例紹介

	10月15日（木）
	13：00－13：30
	受付

	
	13：30－16：15

	・銃器による捕獲手法
・わなによる捕獲手法
・質疑応答
・現地実習の説明


現地実習・座学
	日程
	時刻
	内容
	会場

	11月4日（水）
	－12：30
	集合
	秦野駅（小田急小田原線）

	
	12：30－17：00

（移動・休憩含）
	実習の説明
自己紹介
野外実習
・現状の把握方法(植生被害調査実習)
	境沢林道

	11月5日（木）
	－8：30
	集合
	秦野駅（小田急小田原線）

	
	8：30－17：00
（移動・休憩含）
	野外実習
・植栽木の被害確認、植生防護柵設置
・わなによる捕獲、銃による捕獲
・事例紹介
	境沢林道

	11月6日（金）
	9：00－9：30
	受付
	秦野商工会議所

	
	9：30－ 12：00
	座学
・業務の計画から評価
・意見交換会
・習熟度テスト
	


· 野外実習地へは事務局が手配する車両で移動します。
· スケジュールについては変更となる可能性があります。最新の情報はウェブページを参照ください。
· ※現地実習は、雨天の場合「秦野市里山ふれあいセンター」で実施します。集合時間・場所は変わりありません。
■ 講師
運営・講師：株式会社野生鳥獣対策連携センター
運営・講師：株式会社野生動物保護管理事務所
講師：一般社団法人日本森林技術協会
講師（事例紹介）：神奈川県自然環境保全センター
■ 宿泊
各自での予約をお願いします。
■ 座学会場駐車場
駐車場は、第１、第2駐車場合わせて１００台分の駐車場があります。
駐車料は無料です。
https://www.hadano-cci.or.jp/access/　（「お車でお越しの方」参照）
■ 持ち物
座学、室内実習
-　筆記用具
野外実習
-　ゴム長靴※1
-　森林内で作業可能な服装※2
-　作業用手袋※2
-　タオル
-　昼食
-　飲物
-　ヘルメット（借用希望の方には、配布します）
-　雨具（小雨程度であれば雨天決行となります。簡単なもので構いません）
-　防寒具（実習地は比較的標高が高く、特に日没に近づくと気温が下がることが予想されます）
-　必要に応じて、行動食、カメラ等
※豚熱（CSF）対策のご協力のお願い
現在、関東甲信越地方および東北地方の都県の大半において、野生イノシシへの豚熱（CSF）ウィルスの感染が確認されております。豚熱は人体には影響しませんが、野生イノシシや家畜への感染拡大防止のため、研修会においても野外実習に際し、防疫を実施します。防疫用に、ゴム長靴をご持参ください。なお、消毒液等、その他防疫に必要な資材は事務局で用意し、防疫方法についても紹介させていただきます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。
※マダニ・ヒル対策
実習地はマダニ・ヤマビルがとても多い地域です。マダニ・ヤマビル対策スプレー等は運営側でも準備しますが、ゴム長靴や長袖長ズボン、手袋は必須でお願いいたします。
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